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国総研

１ ＤＸデータセンターと実験フィールド

２ 建設現場でのデジタルデータの取得

３ インフラデータプラットフォーム

本日の内容
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国総研

計画路線・構造物モデル
の作成

路線計画

発注準備

工区分割

施工監理・検査

出来型管理、検査

維持管理

点検結果の一元管理

関係機関協議

関係機関協議用の
説明資料作成

災害対応（道路）

浸水範囲の可視化

災害対応（河川）

被災箇所の被災前の
状況確認

モデル化

一連の3Dモデルを
一元管理

DXデータセンター
LPデータ

点群データ

３Dモデル

地理院地図

国地盤

施工

納品モデルの自動生成

起点

終点

中間点

切土区間

盛土区間 切土区間

LOD 200程度

トンネル区間

橋梁区間

パラメトリックモデル
を活用した設計

地盤モデルより自
動設定された杭長

設置位置より自動設定
されたフーチング長

VR/ARモデル

盛土・切土量、
コンクリート量、
概算工事費

対象事業

盛土・切土量、
コンクリート量、
概算工事費分割

分割

分割された工区の3Dモデル

分割された工区の
3Dモデル

ジェネリックオブジェクト

メーカー
オブジェクト

施工管理情報

コンクリート
仕様

コンクリート
打設状況

納品可能な
3Dモデル

OK

施工時３Dモデル 施工時点群データ

VR/AR
デバイス

LPデバイス

施工時3Dモデル、点群
データを用いた検査

施工時3Dモデル、点群
データを用いた施工監理

被災後

被災後の状況 被災前の状況

被災前の3Dモデル

破堤箇所 道路浸水ポテンシャルが高い箇所を抽出

道路浸水イメージの
自動作成

任意箇所の
河川断面の表示

道路面
予測水位

浸水想定箇所

H30

H25

H20

屋内で内容確認

H30

H25

現地で点検

ＤＸデータセンターの活用イメージ
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国総研

DXデータセンター
（各地整がクラウド的に利用）

大規模ストレージ

CIMソフトウェア（無償）

・高度３Dモデルビューワ
・３Dデータ作成支援ソフト
ウェア
・統合３D設計ソフトウェア
・３DCAD統合環境
・CIM支援総合ソフトウェア

CIMソフトウェア（有償）

民間事業者（有償ソフトウェア利用）

DXデータセンター（中央）

電子納品
（各地方整備局）

完了検査後、データセンターのCIMモデ
ルが電子納品サーバへ転送

民間事業者（無償ソフトウェア利用）

ストレージ
（一次領域）

クラウド対応のソフトウェアを用いて、DX
センター内でCIMモデルを作成・修正

事業者
独自サーバ

事業者パソコン

（各地方整備局）
・受注者アクセス管理

・受注者が作成するCIMモデルの検査

国交省職員パソコン

・路線計画/設計においてCIMモデルを作成
・施工に合わせモデル修正・施工管理情報貼り
付け
・点検情報貼り付け
・設計協議/災害対応/補修検討等の場面でモデ
ルを共有

国土交通省職員

３Dプリンタ

デ ー タ
バ ッ ク
アップ

・簡易３Dモデルビューワ
・点群モデル→TINモデル生成
・道路中心線生成
・２D→CAD→CIMモデル変換
・CIMモデルへ点検票・写真紐づけ

CIMモデル

インターネット

国交省
内部LAN

オブジェクトライブラリ
（内部）

データプ
ラ ッ ト
フォーム

VRゴーグル

事業者パソコン

DXセンター
（ハードは中央に集約）

ＤＸデータセンターの全体概要
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国総研

搬入路
（ゲート含む）

土工フィールド

地下埋設物模型施設

橋梁模型施設

観測塔

観測塔

観測塔
（５G基地局）

配筋検査
模型施設

実験フィールド

出
来
型
検
査

模
型
施
設

建設機械格納庫

（目的）
① 先進的な通信環境を

導入した遠隔操作・無人
施工等の性能検証
②出来型検査・配筋計測

及び遠隔検査技術の研
究開発

③定置式水平ジブクレー
ン・システム型枠等を用い
たコンクリート工の全体最
適化に関する研究

④構造物の三次元データ
の自動取得・自動生成技
術の研究開発

（令和2年度の成果）
・建設機械購入
・土工フィールド整備
・配筋・出来型検査模型
・橋梁・地下埋設物模型
・５G基地局

先端建設機械
実験府フィールド

先端建設機械実験フィールド

地下埋設物模型施設

橋梁模型施設

観測塔

配筋検査模型施設

実験フィールド整備場所：国土技術政策総合研究所（国総研） 試験走路北ループ内
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国総研i-Construction ～建設業の生産性向上～
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国総研① 工事日報の計測概要
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技術者・技能者の年齢、日々の作業内容・作業
時間、累積作業時間が出力可能。
今後は、工期設定支援システム等との連携によ
り日々進捗率の出力が可能。

工事開始前、氏名・年齢を入力。
工事開始後、日々の作業開始・終了時に作業内容
（工種）、作業員を入力。

工事情報の分析・活用により
a) 労働条件、労働環境の改善
b) 技術・技能の維持向上
c) 仕事のやりがい向上
d) 受発注者の相互理解・信頼構築

入力画面例

日毎集計結果例



国総研② 位置情報、③ 施工映像 取得
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位置情報
（ロケーター）

施工映像
（カメラ）

タグ

【取得データ項目】
②位置情報（作業員及びクレーンフック）
③ 工事現場の施工映像



国総研② 位置情報 の取得方法

8平成30年度の施工例

1. タグから発信される信号をカメラ支柱に設置したアンテナ
（ロケーター）で受信

2. タグの3次元座標を約1秒間隔で記録

ヘルメットに貼付
した信号発信タグ

受信アンテナ
（ロケーター）



国総研
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③ 施工映像 の計測例 （熊井橋）

作業時間（08:00～18:00)までの映像を記録



国総研④ 運搬重量 の計測概要

10

計量装置は5秒毎に重量
を計測

計測結果は無線で記録計
に送信

クレーンスケール

クレーンスケール受信機

1. クレーンフックに計量装置（クレーンスケール）を吊り下げ、吊り荷
の重量を計測

2. クレーンスケールにはタグを貼付し、3次元座標を記録

平成30年度施工例



国総研
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A1橋台
移動式クレーン

A2橋台
定置式水平ジブクレーン

ｺﾝｸﾘｰﾄ量 積算 V ＝ 534 m3 積算 V ＝ 540 m3(A1比＝101%)

鉄筋量
積算 W ＝ 42.71 t
実績 W ＝ 46.31 t

積算 W ＝ 39.69 t (A1比＝93%)
実績 W ＝ 46.34 t (A1比＝100%)

型枠
積算 A ＝ 580 m2

実績 W ＝ 26.21 t
積算 A ＝ 480 m2 (A1比＝83%)
実績 W ＝ 25.80 t (A1比＝98%)

支保・足場

積算
(支保)V ＝ 40 空m3

(足場)A ＝ 590 掛m2

実績
W ＝ 18.42 t

積算
V ＝ 50 空m3 (A1比＝125%) 
A ＝ 490 掛m2 (A1比＝83%)
実績
W ＝ 17.93 t (A1比＝97%)

A1橋台とA2橋台の施工量（佐賀橋下部工事 @中村）



国総研鉄筋の物的労働生産性 ← ①,③,④
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インフラ・データプラットフォームの構築
背景・現状

u i-Constructionの推進等により、インフラ・データの電子化を
進めているが、各種データを集約して活用できる仕組みがな
い

u日本経済連合会より、国土全体につながる3次元のデータ
ベースを官民で協力して構築するよう提言

課題と目標
u測量・調査、設計、施工、維持管理の各建設生産プロセスで得られる構造物データをオンラ
インで収集

u構造物データや地盤データなどの国土に関する情報をサイバー空間上に再現するプラット
フォームを構築

uプラットフォーム上に、人や物の移動等の経済活動や、気象等の自然現象のデータを連携さ
せ、シミュレーションに活用し業務の効率化やスマートシティ等の施策の高度化等を目指す。
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施策の概要

ドローン等を活用した
3次元測量

測量・調査
BIM/CIMによる
３次元設計

設 計
3次元データに基づく
施工、品質管理

施 工

×村△町□市

各管理者の維持管理情報
システムの構築

○県

情報共有システム
（測量・調査者、設計者、施工者、発注者、施設管理者間での情報共有）

データ連携

維持管理
ロボットやセンサーによる
3次元点検データの取得

オンライン電子納品

2019年度に位置情報でひもづけ
⇒同一地図上での検索を可能にする

データ連携
民間建築物データ

（例：建物形状データ、家屋課税台帳等）

都市の３次元モデル化

イメージ：ゼンリン３Ｄ地図データ



メタデータの自動作成技術の開発

○自治体や民間企業等多様なデータベースとのAPI連携行うため、検索に用いるメタデータを自動生成する技術の開
発
〇令和2年度は
・国土交通省の工事で収められている成果品データについて、メタデータを自動で作成するプログラムを試作し、試行
を実施
・国土交通データプラットフォームから試作したプログラムが利用できる環境を整備

Indexファイル

メタデータ

表題欄から自動抽出〇図面等にある文字情報から必要な情報を抽出し、
その図面等のメタデータを自動で作成

メタデータ

メタデータ

メタデータ

〇工事等の情報（工事名、工種、工事概要等）
がまとめられているIndexファイルにある情報から必
要な情報を抽出し、図面等のメタデータを自動で
作成

図面

写真

報告書

必要な情報を自動抽出

図面
図面

〇令和3年度は令和2年度の試行結果を踏まえたプログラムの改良を実施するとともに、業務成果品等工事成果以
外のデータのメタデータ作成に関する技術開発を行い、プラットフォームから利用できる環境を整備



３次元モデル化技術の開発

○既存の構造物の維持管理等で活用できる3次元モデルを低コストかつ自動で作成する技術の開発
〇令和2年度は
・2次元図面を入力すると3次元モデルが出力される自動プログラムの作成
・既存の橋梁の成果品100件程度で自動プログラムを試行し、適用条件を明確化
・国土交通データプラットフォームから改良したプログラムが利用できる環境を整備

2次元CADデータ(SXF, DXF)ファイル
（橋梁上部工事、下部工事の成果品） 上部、下部が統合された橋梁の3次元モデル

入力
3次元モデル
自動作成
プログラム

出力

国土交通データプラットフォームから利用

利用者

○令和3年度は、3次元モデル作成を全ての橋梁に適用を拡大すると共に、トンネル等橋梁以外の構造物の3次元モ
デル作成を試行し、課題を整理。

作成される3次元モデルの内容
・外形形状（画像の貼り付け等が可能）
・属性情報（材質等の利用者が選択した属性
情報の付与が可能）
・鉄筋等の内部構造の部材情報、寸法等に関す
る情報





国総研

ご清聴ありがとうございました。
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